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研究成果の概要（和文）：縄文時代の木柱に年輪酸素同位体分析を加えた年輪年代学的解析を加

えることで、新潟県青田遺跡の集落では BC477 年前後と BC530 年前後の２回、それぞれ短期

間に集中的に 10 棟以上の建物が建てられたことが明らかになった。縄文の建物に実年代がつ

いたのは初めての成果であり、さらに廃棄層やクリの初期成長の変化などを加えて実年代をつ

けた詳細な解析が実施できた。また、現生の森林での実験を加えた詳細な花粉分析により、青

田遺跡集落の数十 m 近傍にクリ林が存在していて、人為的な維持管理がなされていたことが確

実になった。 

 
研究成果の概要（英文）：Dendrochronological techniques of both tree-ring width and 

tree-ring oxygen isotopic analyses applied to the wooden posts of Aota Jomon Site revealed 

that there were two major village construction periods of ca. BC477 and BC530, the first 

success in Japan to precisely date anthropological events in Jomon Era. Pollen analysis of 

deposits in and around Aota Site showed chestnut trees, the most important wood and food 

resource plant in Jomon, were maintained nearby the village. 
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１．研究開始当初の背景 

縄文集落の同時性を把握する研究は、土器の
形式学的編年の精度を高めることによって
得られた相対年代に依拠してきた。しかし、
土器形式の相対年代には不確実性が存在し、
放射性炭素年代測定にも場合によっては数
百年もの誤差が内在しているため、真の同時
性を確保するには至っていなかった。 

 これに対して、本研究に先立つ科学研究費
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柱を200本以上切断して年輪解析を実施する
ことで層位学的に分類した２時期と完全に
対応する２グループの建物群の存在が明ら
かになった。しかし、集落の変遷を詳細に知
るためには広葉樹の年輪年代と放射性炭素
年代の分析だけでは限界があった。 

 

２．研究の目的 

縄文時代の集落変遷を知るためには正確な
年代をつけることが重要である。このため、
本研究では従来の年輪年代学的手法に加え
て放射性炭素年代、年輪酸素同位体比分析を
加え、建物の構築年の時間軸を作り、これに
他の遺構・遺物を組み入れることにより１年
単位での集落様相を把握することを第一の
目的とする。さらに、現生の里山において、
民俗学的調査により森林管理技術や果実保
存技術を明らかにするほか、樹木の花粉分析
や果実調査、実験考古学による実証的データ
を蓄積する。以上から、出土資料データと現
生データとを比較・検討し、縄文集落の形成
過程と森林利用との関係を解明しようとす
るものである。 

 

３．研究の方法 

(1)縄文集落の詳細な年代学的解析として、
青田遺跡を中心に新潟、富山、石川、秋田、
奈良のおもに縄文晩期遺跡について、出土材
の年輪年代学的解析、同位体分析を実施した。 
(2)年輪によって得られた年代と考古学的な
遺構、遺物とのすり合せをおこない、遺跡の
詳細なクロノロジーを得るための検討を行
った。 
(3)青田遺跡での遺跡外の水田部分において
新たにボーリング調査を実施し、放射性炭素
年代を加えた堆積物の詳細な花粉分析を実
施するとともに、現生の森林でのクリやトチ
ノキの花粉飛散調査を実施して、遺跡内での
面的な利用空間の広がりについて検討した。 
(4)現生森林の植物学的調査、民俗学的調査
をおもに山形県小国町のクリ林とその周辺
で実施し、果実の収穫量、樹木の成長と生育
環境、里山の利用技術についての分析をおこ
なった。 
 
４．研究成果 
(1)枯死年既知の鳥海山神代杉と青田遺跡出
土材の年輪酸素同位体分析を通常の年輪年
代と併用することで、青田遺跡木柱の 76 本
の暦年代を決定することができた。これは縄
文遺跡に歴年代を付した日本初の成果であ
る。これにより、青田遺跡に BC477 年前後
と BC530 年前後の２回、集中して集落形成
が行われたことが明らかになった。 

 

 

 

 

(2)青田遺跡の年輪によって得られた各木柱
の年代と廃棄層の比較を行うことで、各廃棄
層が１年単位のものであり、これらに暦年代
を付すことができ、年単位での縄文人の行動
が従来に無い精度で明らかにできた。 
さらに、木柱の初期成長の変遷から、集落

付近のクリの生育環境が時期により大きく
変化していたことが明らかになった。これは
青田遺跡周辺環境の時空間的変化と利用を
示すもので、２回の集落形成期の人間集団の
移動と森林利用の変化を読み取るための鍵
となる重要なデータである。 

 

 

(3)青田遺跡西側のボーリングコアの花粉分
析の結果と現生の花粉の飛散距離の分析か
ら、当該時期の堆積物が失われている部分が
多いものの、いくつかの地点で近傍にクリ林
が存在していたことを示す花粉組成が得ら
れ、集落周辺にクリ林が広がっていたことが
ほぼ確実になった。 
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